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▲館職員や文化財保護委員も立会って竣工状況を確認しました ▲備え付けの防火設備を試験操作し有事の対応も確認しました

◆
講
座・教
室・催
し
物
ガ
イ
ド

4
月
の
歴
史
講
座

【
漢
詩
紀
行
講
座
】

　

４
月
６
日
（
土
）
9
時
30
分
〜

【
古
文
書
講
座
】

　

４
月
13
日
（
土
）
10
時
〜

【
古
典
か
な
講
座
】

　

４
月
20
日
（
土
）
9
時
30
分
〜

【
み
や
こ
学
講
座
】

　

４
月
27
日
（
土
）
10
時
〜

※

日
程
等
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

見
学
会
等
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

博
物
館
で「
楽
習
」始
め
ま
せ
ん
か
？

　
博
物
館
は
郷
土
資
料
と
学
芸
員
ら
の

サ
ポ
ー
ト
に
よ
る
知
と
学
び
の
拠
点
で
す
。

以
下
の
会
や
講
座
を
利
用
し
て
楽
し
く

学
び
ま
せ
ん
か
？
詳
し
く
は
博
物
館
へ
お

問
合
せ
下
さ
い
！

★
博
物
館
友
の
会

　
バ
ス
ハ
イ
ク
・歴
史
た
ん
け
ん

ウ
ォ
ー
ク
等
の
学
び
の
旅
や
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
で
き
ま
す
。

★
文
化
遺
産
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
豊
み
隊
！
）養
成
講
座

　
町
の
宝
を
三
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
＝
①

ガ
イ
ド
（
案
内
）②
ガ
ー
ド
（
管
理
）③

ワ
ー
ク
（
調
査
）で
サ
ポ
ー
ト
す
る
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
・養
成
す
る
講
座
で
す
。

★
博
物
館
歴
史
講
座

　
館
や
町
内
外
の
文
化
遺
産
を
題
材

に
、町
の
歴
史
と
文
化
を
学
び
ま
す
。

　
４
教
室
あ
り
ま
す
が
、掛
け
持
ち
や

お
試
し
も
可
能
で
す（
詳
細
下
記
）。

▲参考：みやこ学講座における現地学習の様子
　(写真はテーマに因む史跡・諏訪神社［犀川久富］見学の様子)

３月の業務日誌から

　3月5日（火）、九州国立博物館で曼陀羅寺（勝
山大久保）所蔵の仏画「当麻曼荼羅図」の竣工検
査が行われました。2年がかりの修理を終え鮮明
な輝きを取り戻した仏画は、年明けを目安にお披
露目が計画されているとのことです。

　3月3日（日）、春の全国火災予防運動に鑑み永
沼家住宅で防火設備点検が行われました。1月の
文化財防火点検式が積雪で中止になったことに
よる取組で、地元や近接地域の消防団員が一堂
に会して文化財の防火体制を確認しました。

　

博
物
館
で
は
新
年
度
か
ら
の
歴
史

講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

歴
史
講
座
に
は「
漢
詩
紀
行
講
座
」

「
古
典
か
な
講
座
」「
古
文
書
講
座
」「
み

や
こ
学
講
座
」の
各
コ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。
　

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
気
軽

に
博
物
館
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

（
継
続
し
て
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
の

申
込
み
は
不
要
で
す
）。

　

な
お
、各
講
座
で
は
毎
回
、資
料
代

と
し
て
２
０
０
円
が
必
要
で
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

講
座
内
容
の
ご
紹
介

【
漢
詩
紀
行
講
座
】

●
講
師　

宮
原　
加
代
子 

先
生

●
内
容　
〝
漢
学
の
郷
〞み
や
こ
の
詩

人・村
上
仏
山
の
漢
詩
を
主
に
鑑
賞
し

ま
す
。あ
わ
せ
て
漢
詩
の
基
礎
や
唐
詩

な
ど
も
学
び
ま
す
の
で
、初
心
者
も
参

加
可
能
で
す
。

　
辞
書・筆
記
用
具
を
ご
持
参
下
さ
い
。

●
実
施
日　
毎
月
第
１
土
曜
日

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜

【
古
典
か
な
講
座
】

●
講
師　

宮
原　
加
代
子 

先
生

●
内
容　

日
本
の
古
典
文
学
の
名
文

や
名
歌
の
鑑
賞
と
手
習
い
を
し
ま
す
。

初
め
て
の
方
に
も
参
加
し
や
す
く
進
め

ま
す
。

　

筆
記
用
具・用
紙
な
ど
を
ご
持
参
下

さ
い
。

●
実
施
日　
毎
月
第
３
土
曜
日

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜

【
古
文
書
講
座
】

●
講
師　
川
本　
英
紀 

先
生

●
内
容　

江
戸
時
代
の
人
が「
く
ず
し

字
」で
書
い
た
手
紙
や
日
記
な
ど
を
解

読
し
ま
す
。特
に
み
や
こ
町
に
関
わ
る

古
文
書
を
歴
史
的
な
背
景
に
つ
い
て
の

解
説
を
交
え
な
が
ら
読
み
進
め
ま
す
。

●
実
施
日　
毎
月
第
２
土
曜
日

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜

【
み
や
こ
学
講
座
】

●
講
師　
当
館
学
芸
員

●
内
容　
「
み
や
こ
町
と
周
辺
地
域
の

自
然・文
化
遺
産
」を
テ
ー
マ
に
、ゆ
か

り
の
話
題
を
交
え
関
連
学
習
を
進
め

ま
す
。

　

郷
土
の
歴
史
に
つ
い
て
の
講
義
は
も

ち
ろ
ん
、実
際
に
現
地（
遺
跡
や
ゆ
か

り
の
地
な
ど
）を
歩
き・見
て・触
れ
る

体
験
型
学
習
も
行
い
ま
す
。

●
実
施
日　
毎
月
第
４
土
曜
日

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜

＊
見
学
会
等
は
開
催
の
都
度
連
絡
し

ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
歴
史
を
学
ぼ
う
！ 

文
化
に
触
れ
よ
う
！

令
和
６
年
度  

博
物
館
歴
史
講
座 

受
講
生
募
集
！

令
和
６
年
度  

博
物
館
歴
史
講
座 

受
講
生
募
集
！
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清水隆次
杉崎 寛「杖で天下を取った男」より

警
視
庁
創
設
１
５
０
周
年

　
明
治
７
年
（
１
８
７
４
） 

１
月
15
日

に
首
都
東
京
の
警
備
を
目
的
と
し
て
、

現
在
の「
警
視
庁
」の
前
身
と
な
る「
東

京
警
視
庁
」
が
創
設
さ
れ
、
本
年
で
１

５
０
年
を
迎
え
ま
す
。
現
在
の
「
警
視

総
監
」に
あ
た
る
初
代
の「
大
警
視
」を

務
め
た
の
が
薩
摩
藩
出
身
の
川
路
利
良

で
す
。
彼
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
警
察
制
度

を
参
考
に
日
本
の
警
察
制
度
の
基
礎
を

築
い
た
人
物
で
「
日
本
警
察
の
父
」
と

称
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
近
代
警
察
制
度
の
確
立
に

際
し
、
警
察
官
の
職
務
の
根
幹
で
あ
る

「
逮
捕
術
」
考
案
や
そ
の
発
展
に
尽
く

し
た
み
や
こ
町
犀
川
出
身
の
武
道
家

「
清
水
隆
次
」に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

宮
本
武
蔵
が
敗
れ
た
？

　

江
戸
時
代
初
期
の
剣
豪
「
宮
本
武

蔵
」
は
数
々
の
有
名
な
剣
術
家
と
対
戦

し
、
連
戦
連
勝
を
重
ね
ま
し
た
。
野
球

で「
投
手
と
野
手
を
兼
任
す
る
選
手
」を

示
す
言
葉
で
有
名
に
な
っ
た
「
二
刀

流
」
は
、
彼
が
得
意
と
し
た
両
手
に
刀

を
持
っ
て
攻
撃
や
防
備
を
行
う
剣
術
名

で
す
。
文
字
通
り
「
無
敵
」
の
宮
本
武

蔵
で
し
た
が
、
こ
の
武
蔵
を
倒
し
た
と

伝
え
ら
れ
る
人
物
が
夢
想
権
之
助
で
す
。

彼
は
長
さ
４
尺
２
寸
１
分
（
約
１
２
８

c
m
）
の
杖
を
槍
、
薙
刀
、
太
刀

と
し
て
自
由
自
在
に
操
る
武
術

「
杖
道
」
を
完
成
さ
せ
杖
を
手
に

武
蔵
と
対
戦
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、

武
蔵
が
振
り
下
ろ
し
た
刀
の
峰

が
権
之
助
の
背
中
を
打
つ
と
同

時
に
権
之
助
の
杖
が
武
蔵
の
「
み
ぞ
お

ち
」
を
突
き
、
倒
れ
た
武
蔵
は
「
負
け

た
」
と
叫
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

　

無
敵
の
武
蔵
を
倒
し
た
権
之
助
の
名

は
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の

後
、
筑
前
の
黒
田
藩
に
迎
え
ら
れ
、
彼

の
杖
道
は
門
外
不
出
の
「
神
道
夢
想
流

杖
道
」
と
し
て
藩
士
た
ち
に
伝
承
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

清
水
隆
次
と
杖
道

　

清
水
隆
次
は
、
明
治
29
年
（
１
８
９

６
）
12
月
31
日
に
現
在
の
み
や
こ
町
犀

川
本
庄
に
生
ま
れ
、
大
正
２
年
（
１
９

１
３
）に「
神
道
夢
想
流
杖
道
」の
師
範
、

白
石
範
次
郎
の
道
場
に
入
門
し
ま
す
。

こ
の
道
場
で
日
々
の
鍛
錬
や
杖
道
の
研

究
に
励
み
、
そ
の
腕
前
は
急
速
に
上
達

し
ま
す
。
大
正
９
年
（
１
９
２
０
）
に

は
神
道
夢
想
流
杖
道
免
許
皆
伝
を
授
与

さ
れ
、
権
之
助
か
ら
数
え
て
25
代
目
の

師
範
に
就
任
し
、
昭
和
５
年
（
１
９
３

０
）
に
杖
道
普
及
の
た
め
上
京
し
ま
す
。

警
視
庁
か
ら
求
め
ら
れ
た
「
杖
」

　

こ
の
頃
、
発
足
間
も
な
い
警
視
庁
で

は
「
逮
捕
術
」
確
立
に
向
け
、
様
々
な

武
道
が
そ
の
候
補
に
挙
が
り
ま
す
。
特

に
刀
な
ど
の
武
器
を
手
に
し
た
相
手
に

対
し
て
有
効
な
武
術
と
し
て
神
道
夢
想

流
杖
道
が
注
目
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、

警
視
総
監
等
、
警
視
庁
幹
部
の
要
望
を

受
け
、
昭
和
２
年
（
１
９
２
７
）
に
警

視
庁
が
開
催
し
た
武
術
大
会
の
舞
台
で
、

師
範
と
な
っ
た
清
水
隆
次
が
神
道
夢
想

流
杖
道
の
演
武
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

昭
和
７
年
（
１
９
３
２
）
に
発
生
し

た
「
５
・
１
５
事
件
」
で
犬
養
毅
首
相

が
暗
殺
さ
れ
、
こ
れ
以
降
も
テ
ロ
事
件

が
続
発
し
た
た
め
、
昭
和
８
年
（
１
９

３
３
）
10
月
１
日
に
、
現
在
の
「
警
視

庁
機
動
隊
」
に
あ
た
る
「
特
別
警
備

隊
」
を
創
設
し
ま
す
。
警
視
庁
は
こ
の

装
備
品
と
し
て
「
杖
」
を
正
式
採
用
し

ま
す
が
、
こ
れ
が
現
在
ま
で
国
内
の
警

察
や
機
動
隊
で
使
用
さ
れ
て
い
る
「
警

杖
」
で
す
。
こ
の
教
官
と
し
て
正
式
に

警
視
庁
の
要
請
を
受
け
「
警
視
庁
杖
道

師
範
」
に
就
任
し
た
清
水
隆
次
は
、
多

数
の
特
別
警
備
隊
や
警
察
官
を
対
象
に

杖
道
を
伝
授
し
て
い
ま
す
。
ま
た
彼
は

警
察
官
必
携
の
捕
具
「
警
棒
」
の
有
効

な
使
用
方
法
に
つ
い
て
も
日
々
研
究
を

重
ね
長
・
短
の
「
棒
」
を
用
い
た
逮
捕

術
の
研
究
・
発
展
に
尽
く
し
、
最
終
的

に
警
視
庁
の
「
杖
道
名
誉
師
範
」
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
警
杖
（
棒
）
を
用

い
た
逮
捕
術
は
拳
銃
の
使
用
が
厳
し
く

制
限
さ
れ
て
い
る
日
本
の
警
察
官
に

と
っ
て
、
相
手
を
殺
傷
す
る
こ
と
な
く

捕
縛
可
能
な
技
で
あ
り
、
ま
た
自
ら
の

命
を
守
る
術
と
し
て
、
現
在
ま
で
大
切

に
引
き
継
が
れ
、
国
内
各
地
の
警
察
官

に
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
柔
道
の
父
」
か
ら
認
め
ら
れ
た
才
能

　

柔
道
の
創
始
者
と
し
て
「
柔
道
の

父
」
と
呼
ば
れ
、
ま
た
日
本
の
ス
ポ
ー

ツ
全
般
の
普
及
・
発
展
や
日
本
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
初
参
加
に
尽
力
し
た
こ
と
か

ら
「
日
本
の
体
育
の
父
」
と
も
称
さ
れ

て
い
る
の
が
、
嘉
納
治
五
郎
で
す
。
み

や
こ
町
出
身
の
小
宮
豊
隆
が
主
人
公
の

モ
デ
ル
と
な
っ
た
夏
目
漱
石
の
小
説

『
三
四
郎
』
の
中
で
も
柔
道
の
指
導
者

と
し
て
描
か
れ
、
ま
た
同
じ
文
豪
の
森

鴎
外
と
は
、
東
京
大
学
の
同
期
卒
業
生

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
嘉
納
治
五

郎
は
様
々
な
武
術
の
研
究
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
警
視
庁
の
武
道
講
師
を

務
め
て
い
た
清
水
隆
次
の
「
杖
道
」
を

み
て
、
自
ら
の
道
場
で
も
学
ば
せ
た
い

と
い
う
嘉
納
治
五
郎
の
要
請
を
受
け
、

杖
術
を
指
導
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

嘉
納
治
五
郎
と
清
水
隆
次
は
「
柔
道
」、

「
杖
道
」
と
い
う
互
い
が
育
ん
だ
武
道

に
つ
い
て
尊
重
し
、
そ
の
発
展
に
努
め

ま
し
た
。
後
年
、
清
水
隆
次
は
、「
武

道
に
対
す
る
心
構
え
や
姿
勢
は
全
て
嘉

納
治
五
郎
先
生
に
教
わ
っ
た
も
の
で
あ

る
。」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

現
在
ま
で
受
け
継
が
れ
る
逮
捕
術

　

昭
和
39
年
（
１
９
６
４
）
嘉
納
治
五

郎
が
尽
力
し
、
そ
の
開
催
が
実
現
し
た

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
で
、
清
水
隆
次
は
杖
道
の

演
武
を
披
露
し
ま
し
た
。
彼
は
そ
の
後

も
杖
道
指
導
の
た
め
ア
メ
リ
カ
全
土
を

巡
回
し
、
ま
た
武
道
使
節
と
し
て
マ

レ
ー
シ
ア
に
派
遣
さ
れ
る
な
ど
、
昭
和

53
年
（
１
９
７
８
）
６
月
22
日
に
81
歳

の
生
涯
を
閉
じ
る
ま
で
国
内
外
を
問
わ

ず
杖
道
の
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま

た
現
在
、
国
土
地
理
院
が
定
め
た
警
察

署
や
交
番
の
地
図
記
号
で
は
い
ず
れ
も

「×

」
印
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
「
交
差
し
た
警
棒
」
を
表
現
し

た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
記
号
に

も
彼
の
功
績
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
「
無
敵
の
剣
豪
、
宮
本
武

蔵
」
を
倒
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
最
強
の

武
術
（
杖
道
）
を
も
と
に
清
水
隆
次
が

考
案
・
発
展
さ
せ
た「
逮
捕
術
」は
、現
在
、

全
国
各
地
の
警
察
官
に
受
け
継
が
れ
、

犯
罪
の
抑
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

み
や
こ
町
出
身
の
人
物
が
国
民
の
安

全
な
生
活
を
守
る
一
翼
を
担
い
、
そ
の

指
導
や
発
展
に
努
め
た
こ
と
を
改
め
て

誇
り
に
感
じ
ま
す
。

（
井
上
信
隆
）

か
わ　

じ　
と
し　
よ
し

つ

し　
み
ず
た
か　
じ

け
ん　
ご
う

み
や　
も
と　

む

さ
し

け
ん　
に
ん

に　
と
う

り
ゅ
う

む　

そ
う　
ご
ん　

の　
す
け

つ
え

や
り

な
ぎ　
な
た

た　

ち

あ
や
つ

じ
ょ
う
ど
う

み
ね

し
ん　
ど
う

む　

そ
う
り
ゅ
う

じ
ょ
う
ど
う

し　
は
ん

は
げ

い
ぬ　
か
い
つ
よ
し

け
い

じ
ょ
う

け
い
ぼ
う

ひ
っ　
け
い

で
ん
じ
ゅ

さ
っ
し
ょ
う

ほ　
ば
く　
か　

の
う

わ
ざ

す
べ

か　
の
う　

じ　

ご　
ろ
う

こ　
み
や　
と
よ　
た
か

な
つ　
め　

そ
う
せ
き

も
り

お
う
が
い

よ
う
せ
い

み
や
こ
の
歴
史
発
見
伝

清
水 

隆
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